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アスファルト混合物の配合試験結果報告書

混 合 物 名 ：　排水性舗装用混合物

トランス・ネット/ＡＤ土建共同プラント
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ア　ス　フ　ァ　ル　ト　混　合　物　配　合　設　定　総　括　表

混合物名：

材料名・生産者 ﾌﾗｰｽ

排水性舗装用混合物

ﾀﾌﾈｽ ﾃﾅｼﾃｨｰ 60℃粘度 ﾏｰｼｬﾙ温度ﾄﾙｴﾝ



　使用材料の決定

　　細骨材・粗骨材・アスファルト

　骨材配合の決定

　　2.36mmふるい通過質量を基準に３粒度設定

　混合物ダレ試験

　　ダレ試験により最適アスファルト量の設定

　空隙率および損失量の確認

　　供試体作製および低温カンタブロ試験実施

　最適アスファルト量および粒度の決定

　　決定根拠図の作成

　決定配合における耐久性の確認

　　マーシャル安定度試験（標準・水浸）

　　低温カンタブロ試験

　　透水試験

　　ホイールトラッキング試験

　室内配合・設計アスファルト量の決定

　プラント配合
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排水性舗装混合物試験結果報告書
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４－２．密度試験結果および低温カンタブロ試験結
果
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・ホットビンの合成粒度表
・試験練りマーシャル試験



１．使用材料の決定

使用材料の産地および納入業者を表－１に示す。

２．使用材料の試験結果

使用材料の試験結果は、表－２および図－１に示す。
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３．混合物の品質規定

配合設計に際しての粒度範囲は表－３に、混合物性状は表－４に示すとおりとする。
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図－１　使用材料の粒度曲線

表－３　　粒度範囲

排水性舗装混合物
混合物の種類

項　目

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-2.5902671
7

-1.5902671
7

-0.5902671
7

0.40973283
5

1.40973283
5

2.40973283
5

3.40973283
5フ　ル　イ 目 (μm・mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％



３－１．骨材の配合割合および合成粒度

**パー
上限粒度 中央粒度 下限粒度

5.0 5.0 5.0
20.2 16.7 13.3
74.8 78.3 81.7

100.0 ～ 100.0

100.0 100.0 100.0 92.0 ～ 100.0
79.8 78.9 77.9 62.0 ～ 85.0
32.0 28.8 25.7 14.0 ～ 35.0
24.1 20.9 17.7 14.0 ～ 25.0
13.3 11.9 10.5 6.0 ～ 19.0
8.5 7.9 7.2 5.0 ～ 14.0
4.9 4.8 4.6 4.0 ～ 9.0
0.2 0.2 0.1 2.0 ～ 7.0

図－２　配合種による合成粒度
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**文章

表－５　骨材の配合割合および合成粒度
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３－２．ダレ試験（各粒度における最適アスファルト量の設定）

３－３．空隙率および損失率の確認

３－４．最適アスファルト量および粒度の決定

３－５．決定配合における耐久性および機能性の確認

１）マーシャル安定度試験

２）低温カンタブロ試験

３）透水試験

　付着試験を各粒度について実施する。ダレ試験は、アスファルト量4.0～6.0％の範囲で0.5％刻み
に変えたアスファルト量で排水性混合物が高温度の静的状態で保持しうる最大アスファルト量をアス
ファルトモルタルのダレ量とアスファルト量の関係曲線の変化点から求めるのに用いる。
求めた最大アスファルト量を最適アスファルト量と設定する。
なお、加熱養生温度は、メーカの推奨混合温度の中央値である170℃とし、加熱養生時間は１時間と
する。

　各粒度毎の付着試験、低温カンタブロ試験および空隙率測定の結果をもとに最適アスファルト量決
定根拠図に整理し、目標空隙率が得られる最適アスファルト量と粒度を決定する。

　この時、アスファルト量は耐久性を考慮して4.5％以上確保すると共に、アスファルトがダレる領
域までの間で決定する。

　付着量試験で求められた各粒度毎の最適アスファルト量±0.3％の３点について供試体を各５個作
成し、低温カンタブロ試験を実施する。この時、各供試体の密度およ（全体、連続、独立）を測定す
る。

　なお、供試体作成時の混合温度はメーカ推奨温度の165～175℃、締固め温150～160℃の範囲内とす
る。

　決定配合によるマーシャル安定度試験（標準・水浸）を実施し、表－４に示す性状を確保し
ていることを確認する。また、供試体の密度はノギス法によるカサ密度とし、全体空隙率・連
続空隙率・独立空隙率を算出する。なを、供試体の突固め回数は両面50回とする。

　決定配合による低温カンタブロ試験を実施し、損失率が20％以下であることを確認する。

　決定配合による透水試験を実施し、透水係数が1×10-２㎝/sec以上であることを確認する。

4



４．試験結果

　４－１．付着量試験結果（各粒度における最適アスファルト量の決定）
各粒度について実施した付着量試験結果は表－６に示すとおりである。

４－２．密度試験結果および低温カンタブロ試験結果（空隙率および損失量の確認）

カサ 理論 Aｓ 全体 連続 独立

密度 密度 容積率 空隙率 空隙率 空隙率

(%) (g/㎤) (g/㎤) (%) (%) (%) (%) (%)

4.7 2.052 2.511 9.4 18.3 0.7 17.5 34.0

5.0 2.066 2.500 10.1 17.3 1.1 16.2 36.8

5.3 2.076 2.488 10.7 16.5 2.3 14.3 39.3

4.7 2.263 2.840 10.4 20.3 6.1 14.2 33.9

5.0 2.302 2.849 11.2 19.2 0.1 19.0 36.9

5.3 2.340 2.858 12.1 18.1 0.1 18.1 40.0

4.7 2.193 2.843 10.1 22.9 0.2 22.7 30.6

5.0 2.235 2.852 10.9 21.6 0.1 21.6 33.5

5.3 2.271 2.861 11.7 20.6 0.4 20.2 36.2

　密度試験結果について、同程度のアスファルト量であれば、カサ密度、飽和度は　全体空隙
率、連続空隙率は粒度が粗くなるほど大きい。

規格値等

15.1

　各粒度の最適アスファルト量におけるアスファルト量の多少については、混合時および作製
した供試体の状況から判断して過剰とは思われず、適正なアスファルト量と思われた。

**パー１

中央粒度

上限粒度

表－６　付着量試験結果

粒度

(2.36mmPass)

中央粒度 下限粒度

4.0 0.76 0.76 0.76

アスファルト量

付　　着　　量

2.36㎜ふるい通過量

**パー

（％） 上限粒度

4.5 1.46 1.46 1.46

5.0 3.78 3.78 3.78

5.5 6.02 6.02 6.02

6.0 9.83 9.83 9.83

　各粒度の最適アスファルト量は、図－３～図－５に示すように上限粒度 = 5.0％、中央粒度
= 5.0％、下限粒度 = 5.0％となった。最適アスファルト量付近における付着損失量は 0.5％以
下であり、ダレについては問題ないと思われる。

ｶﾝﾀﾌﾞﾛ

　各粒度について実施した、密度測定試験結果および低温カンタブロ試験結果
（試験温度-20℃）は表－７および図－３～図－５に示すとおりである。

表－５　密度試験結果および低温カンタブロ試験結果

As量 飽和度

最適アスファルト量（％） 5.0 5.0 5.0

11.1

16.1

損失率

(%)

13.9

11.6

5

14.7

14.0

17.2

16.0

　低温カンタブロ損失量は、各粒度の最適アスファルト量±0.3％の範囲までは　傾向であり、
低温域での耐久性を考えた場合は粒度を細かくすることが有利といえる。

下限粒度



４－３．最適アスファルト量および粒度の決定

　各粒度の付着量試験結果、密度測定（空隙率測定）結果および低温カンタブロ試験結果より
作成した最適アスファルト量決定根拠図は図－６に示すとおりである。

　各粒度の空隙率 = 17％ となるアスファルト量は、上限粒度 = 5.12％、中央粒度 = 5.6％、
下限粒度 = 6.23％であり、上限粒度及び中央粒度についてはダレない領域であるため問題ない
が、下限粒度についてはアスファルトがダレる領域となっている。

　　　　付着試験　　　低温カンタブロ試験　　　空隙率

6

**タイトル１

　各粒度の最適アスファルト量における低温カンタブロ損失量は、上限粒度 = 11.1％、中央粒
度 = 14％、下限粒度 = 15.1％であり、いずれも規格値の20％を満足している。
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　　　　付着試験　　　低温カンタブロ試験　　　空隙率

　　　　付着試験　　　低温カンタブロ試験　　　空隙率

**タイトル２

**タイトル３
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表－８　配合試験による決定配合

骨材配合 混合物配合

5.0 4.8
16.7 15.9
78.3 74.4

－ 5.0

　決定配合の骨材配合割合および合成粒度は、表－８および図－７に示すとおりである。

2 ～ 7

6 ～ 19
5 ～ 14
4 ～ 9

100
92 ～ 100
62 ～ 85

14 ～ 25

図－６　最適アスファルト量決定根拠図

配

合

割

合

石 粉
粗 砂
6 号 砕 石

　最適アスファルト量および粒度の決定は、図－６より、目標全体空隙率17％を満足する配合は2.36mm通過率
= 20.0 ％となり、また、最適アスファルト量は 5.0％ と決定した。

600 μm

100.0
78.9

（％） 最適アスファルト量

合

成

粒

度

通

過

質

量

百

分

率

26.5
19.0
13.2
9.5

300
150

14 ～ 35

53.0mm
37.5
31.5

 2.36

8

4.8
0.2

28.8
20.9
11.9
7.9

75（％）

 4.75

最適アスファルト量決定根拠図
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16 17 18 19 20 21 22 23 24
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アスファルトのダレる領域



４－４．　決定配合における耐久性および機能性の確認

密 度 (g/㎤) 2.115

理 論 密 度 (g/㎤) 2.502

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ容積率 (%) 10.3

全 体 空 隙 率 (%) 15.4

連 続 空 隙 率 (%) 10.6

独 立 空 隙 率 (%) 4.8

骨 材 間 隙 率 (%) 25.7

飽 和 度 (%) 40.0

安 定 度 (kN) 4.5

フ ロ ー 値 (1/100㎝) 34.2

残 留 安 定 度 (%) 91.1

低温カンタブロ試験 損 失 率 (%) 12.7

透　水　試　験 透 水 係 数 (㎝/sec) 1.34×10 -1

ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 動 的 安 定 度 (回/㎜) 775

図－７　決定配合による合成粒度
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項　　　　　　　　　　　　目

マーシャル

安定度試験

表－９　混合物試験結果

試験結果 規格値等

－

3000以上

3.5以上

1×10-2以上

20以下

　前項４－３．で決定した配合について行った各種混合物試験の結果は、表－９に示すとおりで
ある。

75以上

－

－

目標値 17%

20～40

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-2.59026716
5

-1.59026716
5

-0.59026716
5

0.409732835 1.409732835 2.409732835 3.409732835

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



(g/cm3)

(g/cm3)

(％)

(％)

(KN)

(1/100cm)

５．プ　ラ　ン　ト　配　合

表－10　マーシャル性状値

表－11　最　終　現　場　配　合

10

計 100.0 100.0 1000.0

100.0アスファルト － 5.0 50.0

石粉 5.3 5.0 50.0 50.0

５ビン

４ビン

２ビン

３ビン

62.3 59.2 592.0 900.0

累計重量配合

(kg)

重量配合

(kg)

１ビン 30.8 308.0 308.032.4

　材　料

配合率

(％)

配合率

(％)

4.5 4.4

20～40 34.2 33

15.4 15.1

40.0 40.8

2.115 2.125

2.502 2.502

飽　和　度

安　定　度

フ ロ ー 値

－

－

17

5

実 際 密 度

理 論 密 度

空　隙　率

プラント
項　　　目 基準値 室内配合時

試験練り時

全混合物 全混合物配合種別　 ホットビン骨材 全混合物



バ ッ ク デ ー タ



③

1 2 3 4 5 6 7

※

（Ａ）' 5.0 13.3 81.7

※

（Ａ） １ ２ ３ ４ ５ 6 7 １ ２ ３ ４ ５ 6 7

53.0mm

37.5

31.5

26.5

19.0 100.0

13.2 100.0 0.0 81.7 100.0 96.0

9.5 73.0 0.0 59.6 77.9 73.5

 4.75 100.0 9.1 0.0 0.0 13.3 7.4 25.7 24.5

 2.36 93.3 0.4 0.0 0.0 12.4 0.3 17.7 19.5

600 μm 100.0 41.2 0.0 0.0 5.0 5.5 10.5 12.5

300 95.2 18.4 0.0 0.0 4.8 2.4 7.2 9.5

150 81.6 4.1 0.0 0.0 4.1 0.5 4.6 6.5

75 0.9 0.0 0.1 0.1 4.5

 

  補           正           後

目 標

粒 度

石粉 粗砂
6号砕
石

粒 度粒 度

配合設定

排水性舗装用混合物(17%)

　備考 ：※（Ａ）：補正前，（Ａ）'：補正後

骨     材

（Ｂ）

配
合
率

（％）

通

過

重

量

百

分

率

（％）

使　用　骨　材　の　合　成　粒　度

  （A）  x  （B）   （A）'  x  （B）

  補           正           前

合 成合 成

　調査名・目的

  混 合  物 名

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-1.124938737 -0.124938737 0.875061263

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

下限粒度

上限粒度

目標粒度

補正後合成粒度

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



③

1 2 3 4 5 6 7

※

（Ａ）' 5.0 16.7 78.3

※

（Ａ） １ ２ ３ ４ ５ 6 7 １ ２ ３ ４ ５ 6 7

53.0mm

37.5

31.5

26.5

19.0 100.0

13.2 100.0 0.0 78.3 100.0 96.0

9.5 73.0 0.0 57.2 78.9 73.5

 4.75 100.0 9.1 0.0 0.0 16.7 7.1 28.8 24.5

 2.36 93.3 0.4 0.0 0.0 15.6 0.3 20.9 19.5

600 μm 100.0 41.2 0.0 0.0 5.0 6.9 11.9 12.5

300 95.2 18.4 0.0 0.0 4.8 3.1 7.9 9.5

150 81.6 4.1 0.0 0.0 4.1 0.7 4.8 6.5

75 0.9 0.0 0.2 0.2 4.5

使　用　骨　材　の　合　成　粒　度

  （A）  x  （B）   （A）'  x  （B）

  補           正           前

合 成合 成

　調査名・目的

  混 合  物 名

粒 度

配合設定

排水性舗装用混合物(20%)

　備考 ：※（Ａ）：補正前，（Ａ）'：補正後

骨     材

（Ｂ）

配
合
率

（％）

通

過

重

量

百

分

率

（％）

 

  補           正           後

目 標

粒 度

石粉 粗砂
6号砕
石

粒 度

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-1.124938737 -0.124938737 0.875061263

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

下限粒度

上限粒度

目標粒度

補正後合成粒度

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



③

1 2 3 4 5 6 7

※

（Ａ）' 5.0 20.2 74.8

※

（Ａ） １ ２ ３ ４ ５ 6 7 １ ２ ３ ４ ５ 6 7

53.0mm

37.5

31.5

26.5

19.0 100.0

13.2 100.0 0.0 74.8 100.0 96.0

9.5 73.0 0.0 54.6 79.8 73.5

 4.75 100.0 9.1 0.0 0.0 20.2 6.8 32.0 24.5

 2.36 93.3 0.4 0.0 0.0 18.8 0.3 24.1 19.5

600 μm 100.0 41.2 0.0 0.0 5.0 8.3 13.3 12.5

300 95.2 18.4 0.0 0.0 4.8 3.7 8.5 9.5

150 81.6 4.1 0.0 0.0 4.1 0.8 4.9 6.5

75 0.9 0.0 0.2 0.2 4.5

 

  補           正           後

目 標

粒 度

石粉 粗砂
6号砕
石

粒 度粒 度

配合設定

排水性舗装用混合物(23%)

　備考 ：※（Ａ）：補正前，（Ａ）'：補正後

骨     材

（Ｂ）

配
合
率

（％）

通

過

重

量

百

分

率

（％）

使　用　骨　材　の　合　成　粒　度

  （A）  x  （B）   （A）'  x  （B）

  補           正           前

合 成合 成

　調査名・目的

  混 合  物 名

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-1.124938737 -0.124938737 0.875061263

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

下限粒度

上限粒度

目標粒度

補正後合成粒度

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



配合

１

２

３

４

５

34.954 2.861

2.852

5.171 1.719 4.758 28.477

35.064

35.176 2.843

4.878 1.756 4.758 28.550

（ΣＫ）
（100/ΣＫ）

理論最
大密度

4.585 1.756 4.796 28.624

（Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）

配
　
合

2.648

6号砕石 2.678 2.718 0.880 2.718

粗砂 2.591 2.704 2.630

1.025

石粉 － － － 2.734

アスファルト － － －

材　　料

比　　　　　　重

表　　乾 見　　掛
吸水率

計算に用い
る比重

100.0

100.0

5.3 4.7 82.7 77.4

100.0

5.0 4.8 82.6 77.6

100.0

4.7 4.8 82.5 77.9

3

4

5

－

（％）

骨　　材

1

2

5.0 13.3 81.7

計

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

材料
アスファ
ルト

石粉 粗砂 6号砕石

（①×②）/③×100

比重補正骨材配合比

(g/cm3)

（％） （％）

ただし、Ｋ = 配合率（％） ÷ 比重

使用材料  

比　　　　重　　②

①　×　②　　 ③

ロ）．理論最大密度の計算

イ）．計算に用いる材料の比重

　骨材の比重は、見掛比重（絶乾比重）を採用する。ただし、吸水率が、1.5％をこえる粗骨材では、見掛比重と表乾比
重との平均値を用いる。

計

骨材配合比　　　①

比重補正の計算
使用する骨材の間で、比重の差が0.2以上ちがうものが２つ以上あるときは、補正を行う。

室内試験配合

理論最大密度の計算

ア　ス　フ　ァ　ル　ト　量　の　設　定　お　よ　び　理　論　最　大　密　度

調査名・目的

混 合 物 名

配合設計

排水性舗装用混合物(17%)



配合

１

２

３

４

５

ア　ス　フ　ァ　ル　ト　量　の　設　定　お　よ　び　理　論　最　大　密　度

調査名・目的

混 合 物 名

配合設計

排水性舗装用混合物(20%)

比重補正の計算
使用する骨材の間で、比重の差が0.2以上ちがうものが２つ以上あるときは、補正を行う。

室内試験配合

理論最大密度の計算

骨材配合比　　　①

ロ）．理論最大密度の計算

イ）．計算に用いる材料の比重

　骨材の比重は、見掛比重（絶乾比重）を採用する。ただし、吸水率が、1.5％をこえる粗骨材では、見掛比重と表乾比
重との平均値を用いる。

計

ただし、Ｋ = 配合率（％） ÷ 比重

使用材料  

比　　　　重　　②

①　×　②　　 ③

(g/cm3)

（％） （％）

比重補正骨材配合比

（①×②）/③×100

6号砕石材料
アスファ
ルト

石粉 粗砂 計

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

骨　　材

1

2

5.0 16.7 78.3

3

4

5

－ 100.0

4.7 4.8 79.3 74.6 100.0

5.0 4.8 79.3 74.4 100.0

5.3 4.7 79.5 74.2 100.0

材　　料

比　　　　　　重

表　　乾 見　　掛
吸水率

計算に用い
る比重

1.025

石粉 － － － 2.734

アスファルト － － －

2.648

6号砕石 2.678 2.718 0.880 2.718

粗砂 2.591 2.704 2.630

配
　
合 （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）（Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）（Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）

（ΣＫ）
（100/ΣＫ）

理論最
大密度

4.585 1.756 6.005 27.447 35.208 2.840

4.878 1.756 6.005 27.336 35.097 2.849

5.171 1.719 5.967 27.299 34.985 2.858



配合

１

２

３

４

５

40.188 2.488

2.500

5.171 1.719 7.213 26.085

40.007

39.826 2.511

4.878 1.756 7.251 26.122

（ΣＫ）
（100/ΣＫ）

理論最
大密度

4.585 1.756 7.289 26.196

（Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）

配
　
合

2.648

6号砕石 2.678 2.718 0.880 2.718

粗砂 2.591 2.704 2.630

1.025

石粉 － － － 2.734

アスファルト － － －

材　　料

比　　　　　　重

表　　乾 見　　掛
吸水率

計算に用い
る比重

100.0

100.0

5.3 4.7 76.2 70.8

100.0

5.0 4.8 76.0 71.1

100.0

4.7 4.8 75.9 71.3

3

4

5

－

（％）

骨　　材

1

2

5.0 20.2 74.8

計

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

材料
アスファ
ルト

石粉 粗砂 6号砕石

（①×②）/③×100

比重補正骨材配合比

(g/cm3)

（％） （％）

ただし、Ｋ = 配合率（％） ÷ 比重

使用材料  

比　　　　重　　②

①　×　②　　 ③

ロ）．理論最大密度の計算

イ）．計算に用いる材料の比重

　骨材の比重は、見掛比重（絶乾比重）を採用する。ただし、吸水率が、1.5％をこえる粗骨材では、見掛比重と表乾比
重との平均値を用いる。

計

骨材配合比　　　①

比重補正の計算
使用する骨材の間で、比重の差が0.2以上ちがうものが２つ以上あるときは、補正を行う。

室内試験配合

理論最大密度の計算

ア　ス　フ　ァ　ル　ト　量　の　設　定　お　よ　び　理　論　最　大　密　度

調査名・目的

混 合 物 名

配合設計

排水性舗装用混合物(23%)



（付着量試験）

試 ア 受け皿質量 受け皿質量 試料質量 ダレ試験後 残留試料 ダレ量
量 ス ＋試料質量 バット試料 質量
No 量 ① (g) ② (g) ④ (g)
1
2
3
平均
4
5
6
平均
7
8
9
平均
10
11
12
平均
13
14
15
平均

　　②最適アスファルト量の決定

　　上図より、求めた最適アスファルト量は以下となった。

最適アスファルト量＝

1336.4
9.83

5.0　％

1504.9 204.7 10.49
205.0 10.49

6.0
1300.2 3252.0 1951.8
1131.4 3085.0 1953.6

6.02
1454.2 3407.6 1953.4 1620.3 166.1 8.50

1400.0 123.3 6.31
1260.2 3204.8 1944.6 1361.5 101.3 5.21

5.5
1276.7 3231.4 1954.7

3.78
1455.9 3402.9 1947.0 1583.0 127.1 6.53

1535.0 60.1 3.06
1279.5 3234.6 1955.1 1359.8 80.3 4.11

5.0
1474.9 3436.5 1961.6

1.46
1249.0 3206.1 1957.1 1330.5 81.5 4.16

1259.8 25.6

23.1 1.18
1298.5 37.3 1.90

1.31
4.5

1261.2 3219.3 1958.1
1234.2 3188.4 1954.2

1478.3 3434.9 1956.6 1501.4

0.97
0.76

3202.8 1966.6 1255.2 19.0

10.6 0.54

4.0
1217.2 3182.9 1965.7 1232.2 15.0 0.76
1236.2

1239.4 3200.0 1960.6 1250.0

養生時間　　： 1

　③=②-①　　(g) 　⑤=④-①　　(g)  ⑦=⑤/③×100(g)

175　%
混合温度　　： 170±3 養生温度　　： 170

試験条件
容器加熱温度： 170　% 骨材加熱温度：

混合物名 排水性舗装用混合物(17%)

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ種別 タスファルトスーパー

ダ　レ　試　験

調査名・目的 配合設計

0.76
1.46

3.78

6.02

9.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5

アスファルト量（％）

ダ
レ
量

（
％

）



（付着量試験）

試 ア 受け皿質量 受け皿質量 試料質量 ダレ試験後 残留試料 ダレ量
量 ス ＋試料質量 バット試料 質量
No 量 ① (g) ② (g) ④ (g)
1
2
3
平均
4
5
6
平均
7
8
9
平均
10
11
12
平均
13
14
15
平均

　　②最適アスファルト量の決定

　　上図より、求めた最適アスファルト量は以下となった。

最適アスファルト量＝

ダ　レ　試　験

調査名・目的 配合設計

混合物名 排水性舗装用混合物(20%)

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ種別 タスファルトスーパー

試験条件
容器加熱温度： 170　% 骨材加熱温度： 175　%
混合温度　　： 170±3 養生温度　　： 170

1250.0

養生時間　　： 1

　③=②-①　　(g) 　⑤=④-①　　(g)  ⑦=⑤/③×100(g)

1236.2

1239.4 3200.0 1960.6

19.0

10.6 0.54

4.0
1217.2 3182.9 1965.7 1232.2 15.0 0.76

0.97
0.76

3202.8 1966.6 1255.2

1478.3 3434.9 1956.6 1501.4

4.5
1261.2 3219.3 1958.1
1234.2 3188.4 1954.2 1259.8 25.6

23.1 1.18
1298.5 37.3 1.90

1.31
1.46

1249.0 3206.1 1957.1 1330.5 81.5 4.16

5.0
1474.9 3436.5 1961.6 1535.0 60.1 3.06
1279.5 3234.6 1955.1 1359.8 80.3 4.11

3.78
1455.9 3402.9 1947.0 1583.0 127.1 6.53

5.5
1276.7 3231.4 1954.7 1400.0 123.3 6.31
1260.2 3204.8 1944.6 1361.5 101.3 5.21

6.02
1454.2 3407.6 1953.4 1620.3 166.1 8.50

6.0
1300.2 3252.0 1951.8
1131.4 3085.0 1953.6 1336.4

9.83

5.0　％

1504.9 204.7 10.49
205.0 10.49

0.76
1.46

3.78

6.02

9.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5

アスファルト量（％）

ダ
レ
量

（
％

）



（付着量試験）

試 ア 受け皿質量 受け皿質量 試料質量 ダレ試験後 残留試料 ダレ量
量 ス ＋試料質量 バット試料 質量
No 量 ① (g) ② (g) ④ (g)
1
2
3
平均
4
5
6
平均
7
8
9
平均
10
11
12
平均
13
14
15
平均

　　②最適アスファルト量の決定

　　上図より、求めた最適アスファルト量は以下となった。

最適アスファルト量＝

1336.4
9.83

5.0　％

1504.9 204.7 10.49
205.0 10.49

6.0
1300.2 3252.0 1951.8
1131.4 3085.0 1953.6

6.02
1454.2 3407.6 1953.4 1620.3 166.1 8.50

1400.0 123.3 6.31
1260.2 3204.8 1944.6 1361.5 101.3 5.21

5.5
1276.7 3231.4 1954.7

3.78
1455.9 3402.9 1947.0 1583.0 127.1 6.53

1535.0 60.1 3.06
1279.5 3234.6 1955.1 1359.8 80.3 4.11

5.0
1474.9 3436.3 1961.4

1.46
1249.0 3206.1 1957.1 1330.5 81.5 4.16

1259.8 25.6

23.1 1.18
1298.5 37.3 1.90

1.31
4.5

1261.2 3219.3 1958.1
1234.2 3188.4 1954.2

1478.3 3434.9 1956.6 1501.4

0.97
0.76

3202.8 1966.6 1255.2 19.0

10.6 0.54

4.0
1217.2 3182.9 1965.7 1232.2 15.0 0.76
1236.2

1239.4 3200.0 1960.6 1250.0

養生時間　　： 1

　③=②-①　　(g) 　⑤=④-①　　(g)  ⑦=⑤/③×100(g)

175　%
混合温度　　： 170±3 養生温度　　： 170

試験条件
容器加熱温度： 170　% 骨材加熱温度：

混合物名 排水性舗装用混合物(23%)

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ種別 タスファルトスーパー

ダ　レ　試　験

調査名・目的 配合設計

0.76
1.46

3.78

6.02

9.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5

アスファルト量（％）

ダ
レ
量

（
％

）



① 供　　試　　体　　寸　　法 ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

供試体 空中 水中 全体 連続 独立 ｱｽﾌｧﾙﾄ 骨   材 試験後

容積 質量 質量 空隙率 空隙率 空隙率 容積率 間隙率 の質量

㎝3 ｇ ｇ ｇ/㎝3 % % % % % % %

(1-⑥/ (②-(④-⑤ ⑩/⑪ (④-⑬)

% ④/② ③)*100 ))/②*100 ⑦-⑧ ①*⑥/A ⑦+⑩ *100 /④*100

1 6.37 6.35 6.38 6.34 6.36 9.96 9.96 9.96 495.7 1087.0 592.0 2.193 22.9 0.1 22.8 10.1 33.0 30.6 899.8 17.2

2 6.33 6.38 6.35 6.36 6.36 9.97 9.97 9.97 496.4 1087.6 592.7 2.191 22.9 0.3 22.6 10.0 32.9 30.4 899.5 17.3

3 6.33 6.40 6.34 6.58 6.41 9.93 9.93 9.93 496.5 1088.4 593.4 2.192 22.9 0.3 22.6 10.1 33.0 30.6 899.7 17.3

4 6.30 6.30 6.33 6.35 6.32 10.00 10.00 10.00 496.2 1088.2 593.0 2.193 22.9 0.2 22.7 10.1 33.0 30.6 901.3 17.2

5 6.35 6.35 6.36 6.38 6.36 9.96 9.96 9.96 495.9 1087.9 592.2 2.194 22.8 0.0 22.8 10.1 32.9 30.7 902.0 17.1

平均 2.193 22.9 0.2 22.7 10.1 33.0 30.6 17.2

1 6.33 6.35 6.35 6.36 6.35 9.91 9.91 9.91 489.8 1095.3 604.8 2.236 21.6 0.0 21.6 10.9 32.5 33.5 920.0 16.0

2 6.36 6.35 6.38 6.34 6.36 9.91 9.91 9.91 490.9 1095.6 604.3 2.232 21.7 0.0 21.7 10.9 32.6 33.4 919.5 16.1

3 6.33 6.35 6.36 6.38 6.36 9.91 9.91 9.91 490.1 1095.4 604.8 2.235 21.6 0.0 21.6 10.9 32.5 33.5 920.5 16.0

4 6.36 6.35 6.38 6.37 6.37 9.90 9.90 9.90 489.9 1095.8 605.4 2.237 21.6 0.0 21.6 10.9 32.5 33.5 921.0 16.0

5 6.35 6.36 6.35 6.38 6.36 9.90 9.90 9.90 489.2 1092.8 605.4 2.234 21.7 0.4 21.3 10.9 32.6 33.4 920.0 15.8

平均 2.235 21.6 0.1 21.6 10.9 32.5 33.5 16.0

1 6.35 6.36 6.38 6.38 6.37 9.84 9.84 9.84 484.4 1098.6 614.3 2.268 20.7 0.0 20.7 11.7 32.4 36.1 933.0 15.1

2 6.35 6.35 6.33 6.36 6.35 9.85 9.85 9.85 484.1 1098.4 616.0 2.269 20.7 0.4 20.3 11.7 32.4 36.1 933.4 15.0

3 6.38 6.38 6.38 6.40 6.39 9.82 9.82 9.82 484.2 1099.2 618.2 2.270 20.7 0.7 20.0 11.7 32.4 36.1 933.1 15.1

4 6.38 6.38 6.39 6.37 6.38 9.83 9.83 9.83 483.8 1099.3 618.2 2.272 20.6 0.6 20.0 11.7 32.3 36.2 933.5 15.1

5 6.36 6.35 6.38 6.39 6.37 9.83 9.83 9.83 483.2 1098.9 618.0 2.274 20.5 0.5 20.0 11.8 32.3 36.5 933.5 15.1

平均 2.271 20.6 0.4 20.2 11.7 32.4 36.2 15.1

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

両面 50

-25 ℃

排水性舗装混合物(17%)

170℃ ℃

170±3℃ ℃

バインダー種類

骨材加熱温度

突 固 め 温 度

ｱｽﾌｧﾙﾄ密度 A

③

理論

密度

混 合 物 の 種 類

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰの加熱温度

混  合  温  度

試
料
番
号

カンタブロ試験

ア
ス
量

高　　さ (㎝） 直　　径（㎝）
密度 飽和度

平均

ｇ/㎝3

 件　　　　　名 用       途

損失量

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ 平均 ｂ１ ｂ２

試  験  温  度

マ ー シ ャ ル 密 度 測 定 お よ び 低 温 カ ン タ ブ ロ 試 験

資料用 配合設定

タスファルトスーパー

160℃ ℃

150±3℃ ℃

1.025  g/cm3

突 固 め 回 数

4.7

5.0

5.3

備　　考

2.843

2.852

2.861



① 供　　試　　体　　寸　　法 ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

供試体 空中 水中 全体 連続 独立 ｱｽﾌｧﾙﾄ 骨   材 試験後

容積 質量 質量 空隙率 空隙率 空隙率 容積率 間隙率 の質量

㎝3 ｇ ｇ ｇ/㎝3 % % % % % % %

(1-⑥/ (②-(④-⑤ ⑩/⑪ (④-⑬)

% ④/② ③)*100 ))/②*100 ⑦-⑧ ①*⑥/A ⑦+⑩ *100 /④*100

1 6.34 6.33 6.34 6.35 6.34 9.88 9.88 9.88 485.7 1100.0 645.6 2.265 20.2 6.4 13.8 10.4 30.6 34.0 922.3 16.2

2 6.33 6.35 6.34 6.35 6.34 9.89 9.89 9.89 486.7 1102.0 645.0 2.264 20.3 6.1 14.2 10.4 30.7 33.9 923.4 16.2

3 6.35 6.31 6.35 6.33 6.34 9.90 9.90 9.90 488.3 1105.0 645.3 2.263 20.3 5.9 14.4 10.4 30.7 33.9 930.8 15.8

4 6.36 6.36 6.35 6.33 6.35 9.88 9.88 9.88 487.2 1103.0 645.3 2.264 20.3 6.1 14.2 10.4 30.7 33.9 923.0 16.3

5 6.33 6.30 6.31 6.38 6.33 9.92 9.92 9.92 489.0 1105.6 645.3 2.261 20.4 5.9 14.5 10.4 30.8 33.8 930.0 15.9

平均 2.263 20.3 6.1 14.2 10.4 30.7 33.9 16.1

1 6.34 6.33 6.32 6.28 6.32 9.83 9.83 9.83 479.7 1102.3 623.0 2.298 19.3 0.1 19.2 11.2 30.5 36.7 940.0 14.7

2 6.29 6.28 6.33 6.31 6.30 9.86 9.86 9.86 480.6 1105.3 625.0 2.300 19.3 0.1 19.2 11.2 30.5 36.7 940.8 14.9

3 6.33 6.34 6.32 6.33 6.33 9.80 9.80 9.80 477.9 1101.0 625.3 2.304 19.1 0.5 18.6 11.2 30.3 37.0 941.0 14.5

4 6.35 6.34 6.33 6.30 6.33 9.82 9.82 9.82 479.2 1104.0 624.3 2.304 19.1 0.0 19.1 11.2 30.3 37.0 941.3 14.7

5 6.31 6.32 6.29 6.28 6.30 9.85 9.85 9.85 479.6 1105.4 625.6 2.305 19.1 0.0 19.1 11.2 30.3 37.0 942.0 14.8

平均 2.302 19.2 0.1 19.0 11.2 30.4 36.9 14.7

1 6.34 6.33 6.32 6.30 6.32 9.74 9.74 9.74 470.9 1102.4 631.3 2.341 18.1 0.0 18.1 12.1 30.2 40.1 948.0 14.0

2 6.33 6.33 6.32 6.34 6.33 9.74 9.74 9.74 471.3 1102.3 632.0 2.339 18.2 0.2 18.0 12.1 30.3 39.9 947.0 14.1

3 6.34 6.33 6.32 6.33 6.33 9.74 9.74 9.74 471.8 1102.5 630.1 2.337 18.2 0.0 18.2 12.1 30.3 39.9 947.5 14.1

4 6.35 6.32 6.30 6.29 6.32 9.73 9.73 9.73 469.9 1100.0 629.7 2.341 18.1 0.0 18.1 12.1 30.2 40.1 947.8 13.8

5 6.29 6.25 6.32 6.34 6.30 9.75 9.75 9.75 469.9 1100.5 630.9 2.342 18.1 0.1 18.0 12.1 30.2 40.1 947.0 13.9

平均 2.340 18.1 0.1 18.1 12.1 30.2 40.0 14.0

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

備　　考

2.840

2.849

2.858

4.7

5.0

5.3

試  験  温  度

マ ー シ ャ ル 密 度 測 定 お よ び 低 温 カ ン タ ブ ロ 試 験

資料用 配合設定

タスファルトスーパー

160℃ ℃

150±3℃ ℃

1.025  g/cm3

突 固 め 回 数

 件　　　　　名 用       途

損失量

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ 平均 ｂ１ ｂ２

カンタブロ試験

ア
ス
量

高　　さ (㎝） 直　　径（㎝）
密度 飽和度

平均

ｇ/㎝3

混 合 物 の 種 類

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰの加熱温度

混  合  温  度

試
料
番
号

③

理論

密度

両面 50

-20℃ ℃

排水性舗装混合物(20%)

170℃ ℃

170±3℃ ℃

バインダー種類

骨材加熱温度

突 固 め 温 度

ｱｽﾌｧﾙﾄ密度 A



① 供　　試　　体　　寸　　法 ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

供試体 空中 水中 全体 連続 独立 ｱｽﾌｧﾙﾄ 骨   材 試験後

容積 質量 質量 空隙率 空隙率 空隙率 容積率 間隙率 の質量

㎝3 ｇ ｇ ｇ/㎝3 % % % % % % %

(1-⑥/ (②-(④-⑤ ⑩/⑪ (④-⑬)

% ④/② ③)*100 ))/②*100 ⑦-⑧ ①*⑥/A ⑦+⑩ *100 /④*100

1 6.34 6.33 6.37 6.34 6.35 10.31 10.31 10.31 530.0 1087.0 559.0 2.051 18.3 0.4 17.9 9.4 27.7 33.9 936.5 13.8

2 6.32 6.33 6.34 6.32 6.33 10.32 10.32 10.32 529.2 1087.0 558.9 2.054 18.2 0.2 18.0 9.4 27.6 34.1 936.4 13.9

3 6.33 6.32 6.33 6.35 6.33 10.33 10.33 10.33 530.0 1087.0 558.2 2.051 18.3 0.2 18.1 9.4 27.7 33.9 936.5 13.8

4 6.32 6.35 6.34 6.35 6.34 10.32 10.32 10.32 530.0 1087.6 557.8 2.052 18.3 0.0 18.3 9.4 27.7 33.9 936.4 13.9

5 6.34 6.35 6.35 6.34 6.35 10.30 10.30 10.30 529.5 1087.5 572.8 2.054 18.2 2.8 15.4 9.4 27.6 34.1 936.2 13.9

平均 2.052 18.3 0.7 17.5 9.4 27.7 34.0 13.9

1 6.34 6.33 6.34 6.35 6.34 10.34 10.34 10.34 532.2 1098.4 571.9 2.064 17.4 1.1 16.3 10.1 27.5 36.7 970.0 11.7

2 6.35 6.34 6.32 6.35 6.34 10.34 10.34 10.34 532.5 1098.5 571.9 2.063 17.5 1.1 16.4 10.1 27.6 36.6 971.3 11.6

3 6.35 6.32 6.35 6.35 6.34 10.33 10.33 10.33 531.2 1098.6 573.0 2.068 17.3 1.1 16.2 10.1 27.4 36.9 971.5 11.6

4 6.34 6.35 6.34 6.34 6.34 10.33 10.33 10.33 530.9 1098.4 573.2 2.069 17.2 1.1 16.1 10.1 27.3 37.0 971.8 11.5

5 6.33 6.35 6.32 6.33 6.33 10.34 10.34 10.34 531.4 1098.5 573.4 2.067 17.3 1.2 16.1 10.1 27.4 36.9 971.4 11.6

平均 2.066 17.3 1.1 16.2 10.1 27.4 36.8 11.6

1 6.35 6.32 6.35 6.33 6.34 10.34 10.34 10.34 532.8 1105.6 591.6 2.075 16.6 3.5 13.1 10.7 27.3 39.2 981.3 11.2

2 6.32 6.32 6.35 6.32 6.33 10.35 10.35 10.35 532.4 1105.7 572.9 2.077 16.5 0.0 16.5 10.7 27.2 39.3 981.5 11.2

3 6.28 6.32 6.33 6.32 6.31 10.37 10.37 10.37 533.0 1105.4 594.3 2.074 16.6 4.1 12.5 10.7 27.3 39.2 982.2 11.1

4 6.32 6.30 6.33 6.29 6.31 10.36 10.36 10.36 531.9 1105.3 593.8 2.078 16.5 3.8 12.7 10.7 27.2 39.3 982.5 11.1

5 6.33 6.32 6.30 6.28 6.31 10.36 10.36 10.36 532.0 1105.0 573.2 2.077 16.5 0.0 16.5 10.7 27.2 39.3 982.0 11.1

平均 2.076 16.5 2.3 14.3 10.7 27.2 39.3 11.1

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

両面 50

-20 ℃

排水性舗装混合物(23%)

170℃ ℃

170±3℃ ℃

バインダー種類

骨材加熱温度

突 固 め 温 度

ｱｽﾌｧﾙﾄ密度 A

③

理論

密度

混 合 物 の 種 類

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰの加熱温度

混  合  温  度

試
料
番
号

カンタブロ試験

ア
ス
量

高　　さ (㎝） 直　　径（㎝）
密度 飽和度

平均

ｇ/㎝3

 件　　　　　名 用       途

損失量

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ 平均 ｂ１ ｂ２

試  験  温  度

マ ー シ ャ ル 密 度 測 定 お よ び 低 温 カ ン タ ブ ロ 試 験

資料用 配合設定

タスファルトスーパー

160℃ ℃

150±3℃ ℃

1.025  g/cm3

突 固 め 回 数

4.7

5.0

5.3

備　　考

2.511

2.500

2.488



③

1 2 3 4 5 6 7

※

（Ａ）' 5.0 16.7 78.3

※

（Ａ） １ ２ ３ ４ ５ 6 7 １ ２ ３ ４ ５ 6 7

53.0mm

37.5

31.5

26.5

19.0 100.0

13.2 100.0 0.0 78.3 100.0 96.0

9.5 73.0 0.0 57.2 78.9 73.5

 4.75 100.0 9.1 0.0 0.0 16.7 7.1 28.8 24.5

 2.36 93.3 0.4 0.0 0.0 15.6 0.3 20.9 19.5

600 μm 100.0 41.2 0.0 0.0 5.0 6.9 11.9 12.5

300 95.2 18.4 0.0 0.0 4.8 3.1 7.9 9.5

150 81.6 4.1 0.0 0.0 4.1 0.7 4.8 6.5

75 0.9 0.0 0.2 0.2 4.5

 

  補           正           後

目 標

粒 度

石粉 粗砂
6号砕
石

粒 度粒 度

配合設定

排水性舗装用混合物

　備考 ：※（Ａ）：補正前，（Ａ）'：補正後

骨     材

（Ｂ）

配
合
率

（％）

通

過

重

量

百

分

率

（％）

使　用　骨　材　の　合　成　粒　度

  （A）  x  （B）   （A）'  x  （B）

  補           正           前

合 成合 成

　調査名・目的

  混 合  物 名

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-1.124938737 -0.124938737 0.875061263

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

下限粒度

上限粒度

目標粒度

補正後合成粒度

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



配合

１

２

３

４

５

40.156 2.490

2.502

5.171 1.719 5.967 27.299

39.975

39.793 2.513

4.878 1.756 6.005 27.336

（ΣＫ）
（100/ΣＫ）

理論最
大密度

4.585 1.756 6.005 27.447

（Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ） （Ｋ）

配
　
合

アスファ
ルト

石粉 粗砂 6号砕石

2.648

6号砕石 2.678 2.718 0.880 2.718

粗砂 2.591 2.704 2.630

1.025

石粉 － － － 2.734

アスファルト － － －

材　　料

比　　　　　　重

表　　乾 見　　掛
吸水率

計算に用い
る比重

100.0

100.0

5.3 4.7 79.5 74.2

100.0

5.0 4.8 79.3 74.4

100.0

4.7 4.8 79.3 74.6

3

4

5

－

（％）

骨　　材

1

2

5.0 16.7 78.3

計

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

材料
アスファ
ルト

石粉 粗砂 6号砕石

（①×②）/③×100

比重補正骨材配合比

(g/cm3)

（％） （％）

ただし、Ｋ = 配合率（％） ÷ 比重

使用材料  

比　　　　重　　②

①　×　②　　 ③

ロ）．理論最大密度の計算

イ）．計算に用いる材料の比重

　骨材の比重は、見掛比重（絶乾比重）を採用する。ただし、吸水率が、1.5％をこえる粗骨材では、見掛比重と表乾比
重との平均値を用いる。

計

骨材配合比　　　①

比重補正の計算
使用する骨材の間で、比重の差が0.2以上ちがうものが２つ以上あるときは、補正を行う。

室内試験配合

理論最大密度の計算

ア　ス　フ　ァ　ル　ト　量　の　設　定　お　よ　び　理　論　最　大　密　度

調査名・目的

混 合 物 名

配合設計

排水性舗装用混合物



① 供　　試　　体　　寸　　法 ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

供試体 空中 水中 全体 連続 独立 ｱｽﾌｧﾙﾄ 骨   材 力計の

容積 質量 質量 空隙率 空隙率 空隙率 容積率 間隙率 読　み

㎝3 ｇ ｇ ｇ/㎝3 % % % % % % KN 1/100㎝

(1-⑥/ (②-(④-⑤ ⑩/⑪ B*⑬*

% ④/② ③)*100 ))/②*100 ⑦-⑧ ①*⑥/A ⑦+⑩ *100 0.0098

1 6.34 6.35 6.34 6.34 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1087.4 628.4 2.116 15.4 10.7 4.7 10.3 25.7 40.1 42 4.4 33

2 6.32 6.33 6.31 6.31 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1085.4 627.4 2.118 15.3 10.6 4.7 10.3 25.6 40.2 43 4.5 35

3 6.32 6.36 6.35 6.32 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1086.4 627.6 2.114 15.5 10.7 4.8 10.3 25.8 39.9 41 4.3 34

4 6.32 6.36 6.34 6.36 6.35 10.16 10.16 10.16 514.8 1086.3 627.0 2.110 15.7 10.8 4.9 10.3 26.0 39.6 44 4.6 36

5 6.36 6.34 6.33 6.33 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1088.6 628.3 2.118 15.3 10.4 4.9 10.3 25.6 40.2 45 4.7 33

平均 2.115 15.4 10.6 4.8 10.3 25.7 40.0 4.5 34.2

1 6.37 6.33 6.34 6.35 6.35 10.16 10.16 10.16 514.8 1097.6 630.2 2.132 14.8 9.2 5.6 10.4 25.2 41.3 40 4.2 42

2 6.34 6.35 6.31 6.33 6.33 10.16 10.16 10.16 513.2 1091.8 627.6 2.127 15.0 9.5 5.5 10.4 25.4 40.9 42 4.4 43

3 6.34 6.34 6.35 6.31 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1095.0 629.5 2.130 14.9 9.4 5.5 10.4 25.3 41.1 39 4.1 42

4 6.34 6.33 6.30 6.32 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1092.8 630.5 2.133 14.7 9.8 4.9 10.4 25.1 41.4 38 4.0 44

5 6.33 6.32 6.34 6.35 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1093.1 628.5 2.127 15.0 9.6 5.4 10.4 25.4 40.9 38 4.0 43

平均 2.130 14.9 9.5 5.4 10.4 25.3 41.1 4.1 42.8

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

力 計 の 計 数 B

突 固 め 回 数

バインダー種類

骨材加熱温度

突 固 め 温 度

ｱｽﾌｧﾙﾄ密度 A

１５０±３℃ ℃

1.025  g/cm3

１６０℃ ℃

5.0

5.0

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ 平均 ｂ１ ｂ２ 平均

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

 件　　　　　　　　名 用       途

 混 合 物 の 種 類

配合設定

タスファルトスーパー

資料用

排水性舗装混合物

 ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰの加熱温度

 混    合    温    度

試
料
番
号

安定度

ア
ス
量

高　　さ (㎝） 直　　径（㎝）

2.502

2.502

標準マーシャル

理論

密度

ｇ/㎝3

１７０℃ ℃

１７０±３℃ ℃

備　　考

両面 50

0.1043

フロー値密度 飽和度 安定度

③

 水浸マーシャル
 

 残留安定度
(91.1 ％)



① 供　　試　　体　　寸　　法 ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

供試体 空中 水中 全体 連続 独立 ｱｽﾌｧﾙﾄ 骨   材 試験後

容積 質量 質量 空隙率 空隙率 空隙率 容積率 間隙率 の質量

㎝3 ｇ ｇ ｇ/㎝3 % % % % % % %

(1-⑥/ (②-(④-⑤ ⑩/⑪ (④-⑬)

% ④/② ③)*100 ))/②*100 ⑦-⑧ ①*⑥/A ⑦+⑩ *100 /④*100

1 6.34 6.35 6.34 6.34 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1087.4 628.4 2.116 15.8 10.7 5.1 9.7 25.5 38.0 936.5 13.9

2 6.32 6.33 6.31 6.31 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1085.4 627.4 2.118 15.7 10.6 5.1 9.7 25.4 38.2 926.4 14.6

3 6.32 6.36 6.34 6.36 6.35 10.16 10.16 10.16 514.8 1086.4 627.6 2.110 16.0 10.9 5.1 9.7 25.7 37.7 932.7 14.1

4 6.32 6.36 6.35 6.32 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1086.3 627.0 2.113 15.9 10.6 5.3 9.7 25.6 37.9 930.7 14.3

5 6.36 6.34 6.33 6.34 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1088.6 628.3 2.118 15.7 10.4 5.3 9.7 25.4 38.2 927.6 14.8

平均 2.115 15.8 10.6 5.2 9.7 25.5 38.0 14.3

1 6.37 6.33 6.34 6.35 6.35 10.16 10.16 10.16 514.8 1097.6 630.2 2.132 14.8 9.2 5.6 10.4 25.2 41.3 966.2 12.0

2 6.34 6.35 6.31 6.33 6.33 10.16 10.16 10.16 513.2 1091.8 627.6 2.127 15.0 9.5 5.5 10.4 25.4 40.9 953.7 12.6

3 6.33 6.34 6.35 6.31 6.33 10.16 10.16 10.16 513.2 1095.0 629.5 2.134 14.7 9.3 5.4 10.4 25.1 41.4 956.2 12.7

4 6.34 6.33 6.30 6.32 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1092.8 630.5 2.133 14.7 9.8 4.9 10.4 25.1 41.4 952.7 12.8

5 6.33 6.32 6.34 6.35 6.34 10.16 10.16 10.16 514.0 1093.1 628.5 2.127 15.0 9.6 5.4 10.4 25.4 40.9 947.1 13.4

平均 2.131 14.8 9.5 5.4 10.4 25.2 41.2 12.7

1 6.32 6.33 6.31 6.34 6.33 10.16 10.16 10.16 513.2 1110.3 632.4 2.163 13.1 6.9 6.2 11.2 24.3 46.1 968.1 12.8

2 6.31 6.31 6.32 6.32 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1106.4 631.7 2.159 13.3 7.4 5.9 11.2 24.5 45.7 978.4 11.6

3 6.33 6.32 6.31 6.35 6.33 10.16 10.16 10.16 513.2 1103.8 633.0 2.151 13.6 8.3 5.3 11.1 24.7 44.9 973.0 11.8

4 6.28 6.32 6.32 6.34 6.32 10.16 10.16 10.16 512.4 1107.2 630.6 2.161 13.2 7.0 6.2 11.2 24.4 45.9 982.4 11.3

5 6.32 6.32 6.26 6.29 6.30 10.16 10.16 10.16 510.8 1095.5 630.6 2.145 13.9 9.0 4.9 11.1 25.0 44.4 976.2 10.9

平均 2.156 13.4 7.7 5.7 11.2 24.6 45.4 11.7

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

4

5

平均

両面 50

－２０ ℃

排水性舗装混合物

０℃ ℃

０℃ ℃

バインダー種類

骨材加熱温度

突 固 め 温 度

ｱｽﾌｧﾙﾄ密度 A

③

理論

密度

混 合 物 の 種 類

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰの加熱温度

混  合  温  度

試
料
番
号

カンタブロ試験

ア
ス
量

高　　さ (㎝） 直　　径（㎝）
密度 飽和度

平均

ｇ/㎝3

 件　　　　　名 用       途

損失量

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ 平均 ｂ１ ｂ２

試  験  温  度

マ ー シ ャ ル 密 度 測 定 お よ び 低 温 カ ン タ ブ ロ 試 験

資料用 配合設定

タスファルトスーパー

１７５℃ ℃

 ℃

1.025  g/cm3

突 固 め 回 数

4.7

5.0

5.3

備　　考

2.513

2.502

2.490



舗装試験法便覧 報告用紙

工 事 名

混合物名

配合区分

供 　試 　体　 番　 号 1 2 3

(1)  供 試 体 平 均 厚 さ cm 6.06 6.20 6.13

(2)  供 試 体 の 直 径 cm 10.16 10.16 10.16

(3)  供 試 体 の 断 面 積 π*(2)^2/4 cm2 81.07 81.07 81.07

(4)  空 中 重 量 g 1016.2 1010.1 1013.5

(5)  水 中 重 量 g 583.2 578.3 579.6

(6)  容 積 （ノギス） (1)*(3) cm3 491.3 502.6 497.0

(7)  容 積 （水中） (4)-(5) cm3 433.0 431.8 433.9

(8)  実 際 密 度 （ノギス） (4)/(6) g/cm3 2.068 2.010 2.039

(9)  理 論 密 度 g/cm3 2.511 2.511 2.511

(10)  空 隙 率 {1-(8)/(9)}*100 % 17.6 20.0 18.8

(11)  連 続 空 隙 率 {(6)-(7)}/(6)*100 % 11.9 14.1 12.7

(12)  独 立 空 隙 率 (10)-(11) % 5.7 5.9 6.1

(13)  水　  　　頭 cm 21.0 21.0 21.0

(14)  測  定  時  間 sec 20 20 20

(15)  越    流    量 cm3 781.2 398.3 567.3

(16)  水        温 ℃ 6 6 6

(17)  温度Ｔ℃における補正係数 1.286 1.286 1.286

(18) (1)/(13) 0.2886 0.2952 0.2919

(19) (15)/{(3)*(14)} 0.4818 0.2457 0.3499

(20)  透水係数　Ｋ (18)*(19) cm/sec 1.39×10 -1 7.25×10 -2 1.02×10 -1

(21)  １５℃補正透水係数　Ｋ15 (17)*(20) cm/sec 1.79×10 -1 9.32×10 -2 1.31×10 -1

(22)   透水係数　Ｋ15　平均値 cm/sec -1

備   考

1.34×10

タスファルトスーパー

透水性アスファルト混合物の透水試験

－－－－－－－－ 平成20年 4月26日

排水性舗装

試験年月日



件　　　　名

混 合 物 名

アスファルト種 5.0 ％

1

上 載 荷 重 686 N Mpa

試 験 温 度 60  ℃  回

走行方式 1

  供 試 体 質 量     (g) 　 10715.0 10733.5 10725.9 10746.0 10721.7

  水  中  質  量     (g) 6271.3 6277.4 6283.8 6293.7 6267.3 6

  表  乾  質  量     (g) 10729.3 10749.3 10738.4 10758.7 10737.3

  供 試 体 体 積     (㎤） 4458.0 4471.9 4454.6 4465.0 4470.0 0

 ① 供試体の密度     (g/㎤） 2.404 2.400 2.408 2.407 2.399

    混合物の基準密度 (g/㎤）

 ② 供試体の締固め度   (%) 100.7 100.5 100.8 100.8 100.5

  ③   ｄ30 3.78 4.45 4.72 3.81 3.92

  変   形   量   (mm)   ④   ｄ45 4.58 5.47 5.80 4.61 4.83

  ⑤   ｄ60 5.40 6.48 6.82 5.40 5.66 5

  変  形  率  (mm/min)   (⑤-④)/15 0.055 0.067 0.068 0.053 0.055

⑦ 　変 形 量 の 差 (mm)    ⑤ - ④ 0.82 1.01 1.02 0.79 0.83  ⑧

⑨ 　動的安定度(DS)(回/mm)   (15/⑦)x42xC1xC2  X1 768  X2 624  X3 618  X4 797  X5 759  ⑩

　棄  却  判  定

⑪ 　平均値との差の平方   (⑩-X)x(⑩-X) 

⑫ 　標  準  偏  差   ﾙｰﾄ(∑⑪/n-1)  ⑫

⑬ 　変  動  係  数  (%)   ⑫ / ⑩ x 100

　圧 密 変 形 量  (mm)   ｄ0

　時 間 － 変 形 量 曲 線 の 形 状

但し，〔  〕内は棄却判定後の３個の平均値
     ⑧は,⑦を棄却判定した後の○印の平均値
     ⑩＝ (15/⑧)x42xC1xC2

（　2.388　）

○ × × ○ ○

49 －－－

2.12

19.9

2.6－－－

256

2.20

－－－

－－－

－－－ －－－

－－－

2.404

[2.403]

100.7

[100.7]

0.060

0.813

775

484

直線型 直線型 直線型 直線型 直線型

－－－ 2.24 2.23

           ホ   イ   －   ル   ト   ラ   ッ   キ   ン   グ   試   験

試験年月日

試  験  者

配合設計 平成20年 4月26日

試験　太郎

資料用

排水性舗装

タスファルトスーパー アスファルト量 =　

0.63

2520

１ ２ ３ ４ ５

①.クランク式　２.チェーン式 換算係数 Ｃ1 =　

   ６０ﾟC接地圧

平　　均

　　備  　考

供
試
体
密
度

        供  試  体  の    Ｎｏ.

－－－

－－－ －－－ －－－ －－－

－－－

　　用　　　途

    走 行 回 数

      換算係数Ｃ2 =　供試体の作製場所①.室内　２.現場　３.現場切取り

 試験条件



⑯

1 2 3 4 5 6 7

※

（Ａ）' 32.4 62.3 5.3

※

（Ａ） １ ２ ３ ４ ５ 6 7 １ ２ ３ ４ ５ 6 7

53.0mm

37.5

31.5

26.5

19.0

13.2 100.0 0.0 32.4 100.0 100.0

9.5 32.7 100.0 0.0 0.0 10.6 62.3 78.2 78.9

 4.75 32.0 20.4 0.0 0.0 10.4 12.7 28.4 28.8

 2.36 22.6 12.4 0.0 0.0 7.3 7.7 20.3 20.9

600 μm 10.8 4.3 100.0 0.0 0.0 0.0 3.5 2.7 5.3 11.5 11.9

300 6.0 0.0 1.9 7.2 7.9

150 95.0 0.0 5.0 5.0 4.8

75 12.5 0.0 0.7 0.7 0.2

 

  補           正           後

目 標

粒 度

１ビ
ン

２ビ
ン

３ビ
ン

４ビ
ン

５ビ
ン

粒 度粒 度

配合設定

排水性舗装用混合物

　備考 ：※（Ａ）：補正前，（Ａ）'：補正後

骨     材

（Ｂ）

配
合
率

（％）

通

過

重

量

百

分

率

（％）

ホ　ッ　ト　ビ　ン　骨　材　の　合　成　粒　度

  （A）  x  （B）   （A）'  x  （B）

  補           正           前

合 成

石粉

合 成

　調査名・目的

  混 合  物 名

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-1.124938737 -0.124938737 0.875061263

フ　ル　イ 目 (mm)

通
 
過
 
質
 
量
 
百
 
分
 
率
 
％

下限粒度

上限粒度

中央粒度

目標粒度

後合成粒度

53.0mm
37.5

31.5
26.519.013.29.5 4.75 2.36600 μm30015075



⑪

0.1043

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

実
　
　
　
　
際

理
　
　
　
　
論

力
計
の
読
み

安
　
定
　
度

（％） （cm） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （cm3） （g/cm3）（g/cm3） （％） （％） （％） （％） （K/N） （1/100cm）

③ ①×⑦ ⑨

⑥ Ａ ⑪

1 6.33 1085.7 575.1 1086.0 510.9 2.125 10.4 15.1 25.5 40.8 40 4.2 33

2 6.30 1087.4 576.3 1087.8 511.5 2.126 10.4 15.0 25.4 40.9 41 4.3 35

3 6.32 1087.6 575.8 1087.9 512.1 2.124 10.4 15.1 25.5 40.8 45 4.7 34

4 6.35 1087.4 576.4 1087.9 511.5 2.126 10.4 15.0 25.4 40.9 43 4.5 33

5 6.34 1086.4 575.3 1087.0 511.7 2.123 10.4 15.1 25.5 40.8 42 4.4 30

2.125 2.502 10.4 15.1 25.5 40.8 4.4 33
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（ 試 験 練 り ）

*1
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値

供
　
試
　
体
　
番
　
号

5.0

平　　均

⑤－④ ⑨＋⑩

アスファルト密度　Ａ = 力計の係数 　Ｂ =

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

供
試
体
平
均
厚

空
　
中
　
重
　
量

水
　
中
　
重
　
量

1.025  g/cm3

×100

（1－　　）×100
⑦

⑧


